
響滋滋∴㌧・罷な蕾㌶1聴滋寵11：憲轟・早餐
㌧’1さを求める搬も提案されている8）・r・t’／・

・．め外鋤膿醜耀の灘翻込む畷黙加
　　　　勇って粗さの比較をする提案2）もあるが絵の實罵されで

　　　擁いようやみ1．ン己　　　　、、、J

煮1 W1擁譲鱒　1／，”2、
　　　　T　　’　　　　　　　　　　　ア　　　　ヒ

ず1ンr諜講際慧撫讐芽鷺
　　　　る・多くは仕上面の粗さの見本を備えてこれと比較して

躍　粗さを決定してL・る・　　一・
　　　　’最抵電子顯微鏡を用いて表面を麟察することも盛に研

　　　　究されでいるが，緯の測定に1まな噺究を要する妨・

　　　　である・　　　　t　．　　　　　’

　　　　一‘な噸際に購面雛つて岬を顯嚇で測定するガ

　　　　法もあるが，，現場の測定法とし∫は用k・られない．

　・　　4ビ噺・　〆一．・　　＿〆〆，
，’

X・わ・窒賢、ド、．　　ノ｛1・’∴

駿に鯛さ麺鴨粗さ灘離の中の車凝のにPt
いて調査．Lた結果を詑したが，工業の進歩にともない粗’

叢雫灘蒙醸綜1欝鵜撫㌶ξ霧

ら，，本交がこの方面への闘心を寄せられることについて

何靹騨れ
1）　日本機絨規格　表面アラサJES機敏0601．　　　　　　　　　、

1；朧濃瀦盟二欄3che岬ピ∴
4）佐膝健兇：Uttwの研究SS　2・XX矯1號P．1α　　一・
5）

ﾀ灘譜篇東欝奈讐鷲12懇第：飾6㌧
　　蓮沼　宏：鵬密機機激　第9藩　第12銃．

1騰謙講灘畿鍵飾463購P纏；”’“
8）　　谷口　　修：昭和　25　年4・3書．　日’獺械辱些會にて講演．　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

七、” も

〆㌃

♂

／

／

・團国阿好の醐波轍
　　　　　　・　　　　・　　　千々岩健見　（機敏）

　　　高周波加熱装置を用いて，鋳物の中三子を乾燥する試

　　みは，すでに米國で行なわれ相當な成果をおさあてい

　　るので，基礎的事項すなわち中子の乾燥過程，濫度上

　　昇駿況tt乾燥後の諸性質ならびに乾燥幾態が乾燥後の

　・性質におよぼす影響にっ込そ實験を行なつた・

　　r試料には50×50φの圓濤舩試験片を選び，土岐津

　硅砂に適當量の水と種々の有機物を混入槻伸して作

　　る・水の量は成型性を保つに必要な量とし，有機物は

　粘結剤の作用をなすものを適量用いる；’使用装置は

　2kWの高周波登振器で，周波敷は10Mcを用いた．

　　爾極板の間に試料をはさみ，極板と試料を密着させる

　　な駒雨者の商に吸取紙を挿入して火花の爽ぶのを防せ

　　い溶

　　本貴瞼の結果次の諸鮎が明かになつた．

乾蒸

雛讐

1．乾燥過程は暑率，憧率，減寧第1段，減率黍2

段の西段階にわけられる．（圏参照）
　　　　　　　　　　　　　，ev
2・中心温度は減率第一段の末填から1岬Oよりや

N上昇する揚合もあ9るヵ㍉100°C以上に上らぬ揚

鶴ある・子れは砂および粘欄によつ磯う・

3．適當な有機物を用いた中子は彊度，通氣度亀良

好である。植物性油はpowerを食わないので温

度が上らず乾燥しない．　（表滲照）’

粘 結 剤

　　　　　　　　●
尿素系合成樹脂（5％）

プキストリン（2％）

可溶、性澱粉（5％）
アルギン酸ソ帥ダ140cp
　　　　　　　　　（2％）

％％％％％
脂粉脂ン油

　　リ

樹梯ト仁
成成ス麻　　キ

合澱合デ亜

虻函繍度

27

22

40

23

5Q

52

0

420　ノ

450

460

480・’

レ減率第一段、・
、〆乾辣速度　温度

iih、

●

1騨＼／瀞第二段＼

時　　間　mm

　　4．乾燥時間は，はなはだ短縮され，この揚合6分．

’　ですむ．　’

　　5熱敷寧は10％位である・

　以上であるが，蓮績乾燥方法ならびに粘結剤の良好

な電の蕊螢見につv・ては研究中である．（25・5・11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　「　　’　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　、

h，昏

・4

．　　　，10　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　で鵜癬、∴，，一　㌧・　，、．、　・，㌔詠、　・

無

　　　x　　　　　　　　ノ　　　　　　　　’・’トく

　　　・　。。諮
獄　　・隠婦烈＿蕊轍翻


